
１

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
129 140 143 135 141 149 140 136 130 125 121

前年比 121% 109% 102% 94% 104% 106% 94% 97% 96% 96% 97%
473 655 661 726 757 780 587 546 516 554 579

前年比 82% 138% 101% 110% 104% 103% 75% 93% 95% 107% 105%
3,667 4,679 4,622 5,378 5,369 5,235 4,193 4,015 3,969 4,432 4,785

生産羽数 前年比 77% 128% 99% 116% 100% 98% 80% 96% 99% 112% 108%

○　市町村別順位（平成２５年）

・生産農家数の多い市町村
　①大館市(37戸)、②北秋田市(23戸)、
　③能代市(16戸)、④由利本荘市(6戸)

・生産羽数の多い市町村
　①大館市(274千羽)、②北秋田市(118千羽)、
　③三種町(43千羽)、④由利本荘市（36千羽）、
  ⑤能代市(34千羽)

２

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
473 655 661 726 757 780 587 546 516 554 579

前年比 138% 101% 110% 104% 100% 78% 75% 93% 95% 107% 105%
201 259 140 216 273 311 242 207 191 199 220

構成割合 42% 40% 21% 30% 36% 40% 41% 38% 37% 36% 38%
272 396 521 510 484 469 345 339 325 355 359

構成割合 58% 60% 79% 70% 64% 60% 59% 62% 63% 64% 62%

○　出荷先別割合（平成２５年）

年次
生産羽数

県内出荷量

・飼養戸数の減少と生産羽数の増加から、１戸当たりの平均生産羽数は、前年比１０８％の4,785羽と増加し
た。

○　飼養動向の推移

年次

一戸当たり

生産羽数

飼養戸数

・飼養戸数は、平成１６年以降は１４０戸前後で推移してきたが、近年は減少傾向にあり、２５年の飼養戸
数は前年比△４戸の１２１戸となった。
・なお、県北地域における飼養戸数は９４戸で、全県の約８０％を占めている。

　飼養動向

平成２６年４月　
畜 産 振 興 課  

比　内　地　鶏　の　情　勢

・生産羽数は、２０年秋以降の経済不況等の影響により販売数が落ち込み、減少が続いていたが、２４年か
ら増加に転じ、２５年も前年比１０５％の５７９千羽と増加した。
・なお、県北地域における年間出荷羽数は５１７千羽で、全県の約９０％を占めている。

（単位：戸、千羽、％）

（畜産振興課調べ）

（単位：千羽、％）

（畜産振興課調べ）

　流通動向

・２５年の生産羽数は、５７９千羽となった。

○　流通動向の推移

・出荷先内訳は、県内向けが全体の３８％の２２０千羽、県外向けは６２％の３５９千羽であった。大型観
光キャンペーンによる県内消費の拡大等を背景として、県内向けは２ポイント増加したが、県外向けは４千
羽増加したものの、構成割合は２ポイント減少した。

県外出荷量
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比内地鶏の出荷先別出荷羽数の推移 

県内出荷量(千羽) 県外出荷量(千羽) 

 生産羽数 

５７９千羽 

 県外出荷 

 ３５９千羽 
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